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参禅とコムニタス

はじめに

　日本人が宗教に対して無頓着であるとの指摘

がなされて久しい。初詣、七五三、お彼岸、お

盆、クリスマス等、本来宗教にかかわる年中行

事は日本人の生活の中に定着しているし、神式

あるいは教会で結婚式を挙げ、仏式で葬儀を営

むにしても、それが宗教的儀礼であるとの意識

は乏しいと思われる。実際、1993年に統計数

理研究所が行った日本人の国民性調査による

と、宗教を信じていると答えた人の割合は

31％だそうである(1)。また、1994年に総務庁

青少年対策本部が編集した『世界の青年との比

較から見た日本の青年』を見ても、宗教を[非

常に大切]、あるいは｢やや大切｣と考えてい

る若者の割合は29.0％と、キリスト散開のヨ

ーロッパの国々とは大差ないものの、世界的に

見ると際立って低い(2)。その一方で、毎年多く

の人が四国巡礼に出かけるし、また各地の禅宗

寺院で催される坐禅会に参加する人の数も少な

くない。物質的には充足した現代社会の中で、

だからこそ精神的に満たされない思いを抱き、

その解決を求めて宗教に頼ろうとする人の数は

決して少なくない。各地の新宗教教団が多くの

信者を集めているのも、その辺の事情を物語る

ものであろう(仇

　巡礼や参詣といったような、寺社や聖地など

の聖域を訪れる宗教的行動の中でも、巡礼に関

しては、長い歴史を有し(4)、またキリスト教、

イスラーム教、仏教などの大宗教から、狭い地
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域に限定される民族宗教に至るまで世界各地で

広範に見られることもあり(5)、数多くの研究が

積み重ねられている。　日本国内に限っても、四

国の八十八ケ所巡りを始めとする巡礼は、動機

は様々であろうが、多くの老若男女を引き付け

ており(6)、その案内書や体験記も数多い(7)。

　その中で、人類学の観点からみて興味深いの

が、通過儀礼の理論に依拠してコムニタスとい

う新たな概念を創出し、巡礼を分析したヴィク

ター・ターナーの理論である(8)。しかし、コム

ニタスが見られる宗教的行動は、巡礼に限らな

い。ターナー自身も、その例として部族社会の

通過儀礼、千年王国運動、中世の遊行修道僧、

今日の米国の対抗文化など様々な事例に言及し

ているが(9)、同様の性格を有しているものとし

て、日本の禅宗寺院で行われている坐禅会が挙

げられる。ターナーも、禅の｢すべては一であ

る、一は無である、無は全てである｣という言

葉がコムニタスの全世界的無構造の性格を表し

ていると述べ、若干の関心を示してはいるか

(1o)、それは禅仏教に関心を持っているヒッピ

ーとの関連においてであり、彼が坐禅に特に注

目していたわけではなかった｡そこで本稿では、

一般に聞かれている坐禅会の中でも、とりわけ

厳格なことで知られる永平寺で行われている参

禅について紹介し、そこにターナーのいうコム

ニタス的性格がどのように表れているかをみて

みたい。
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リミナリティとコムニタス

　コムニタスという概念を生み出すもとになっ

た通過儀礼とは、オランダの民俗学・民族学者

アルノルト・ファン・ヘネップがっくり出した

言葉である。彼は、妊娠と出産、加入礼、婚約

と結婚､葬式のように、ある状態から別の状態、

あるいはある世界から他の世界への移行に際し

て特有の儀礼が行われることに着目し、それを

通過儀礼と名づけたのである（几通過儀礼は、

境界前から分離する際のプレリミネール儀礼

（分離儀礼）、境界上にある過渡期に執り行われ

るリミネール儀礼（過渡儀礼）、境界後に統合

する際のポストリミネール儀礼（統合儀礼）の

三段階から成っている（12）。中でもとりわけ重

要な第二段階の過渡期に着眼し、リミナリティ

（境界性）という概念を借用し、更に発展させ

たのがターナーである（1≒

　ターナーは、人間社会には二つの対照的な様

式が存在すると考えた。一つは「並置的相互関

係」の様式で、「法的・政治的・経済的地位、

役職、身分、役割などから成る構造としての社

会の様式」である（14）。　これは「分化され、文

化的に構造化され分節化された体系、制度化さ

れた地位から成る階級組織の体系」の様式であ

り（15）、ターナーが構造と呼ぶものである。も

う一つは「交互的相互関係」の様式である（1≒

ここでは「各個人は、肉体的・精神的な才能に

おいては異なるが、それにもかかわらず人間性

をわかち合っているという点て平等なものとみ

なされる」（17）。これは「社会を未分化で、同質

的なひとつの全体として示すもので、（賂）そ

こでは、個人は相互に全人格的に関わり合いを

もつのであり、身分や役割に仕切られた存在と

してではない」（18）。この「交互的相互関係」の

様式、すなわち「儀礼の長老たちの一般的な権

威にともに服従する平等な個人で構成される未
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組織の、ないしは組織が完全でない」社会関係

の様式を、それとは対照的な「並置的相互関係」

の様式である構造に対して、コムニタスと呼ん

だのである（九

　先述したリミナリティの属性は、境界性を持

つが故に、どっちつかずの曖昧さである。反構

造であるコムニタスは、その対極的な人間関係

である構造が別の構造へと移行する際の境界状

態、すなわちリミナリティの時期に最も生じや

すい（2o）。そして、このコムニタスの特性が、

巡礼の社会関係に顕著に見られるというのであ

る。それは、とりもなおさず巡礼が、日常生活

から一旦分離して、その後再び日常生活に戻っ

て行くという間で起こる境界的現象だからであ

る（21）。

　コムニタスには、（1）実存的ないしは自然

発生的コムニタス、（2）規範的コムニタス、

（3）イデオロギー的コムニタスの三つの類型

があるという（2≒一番目の実存的コムニタス

とは、先に述べたコムニタスの特性が直接的に

具現化したものであり、そこでの人々は「均質

であり、構造化されていない自由な集団」であ

る（23）。　しかしながら、本来実存的であったコ

ムニタスは、時間の経過と共に「資源を動員し

組織する必要性、共通目標追求の集団構成員を

社会的に統御する必要性などのために、（略）

持続的な社会体系に組織される」（24）。要するに

コムニタスの組織化であり、制度化である。こ

うしてできるのが、二番目の規範的コムニタス

である。組織化・制度化されているとはいえ、

もともとが仲間意識などから発したものであ

り、実利的目的を持つ世俗的・構造的集団とは

異なる。三番目のイデオロギー的コムニタスと

は、「さまざまなユートピアのモデルや社会の

青写真」のことである（2≒　これらコムニタス

の三つの類型のうち、巡礼は二番目の規範的コ
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ムニタスに分類されている。これは、巡礼が政

治的支配者の保護を受けていたり、既成の宗教

的伝統の中で行われている、などの理由による

　では、日本において、巡礼と並んで一般の

人々の参加も容易な宗教的実践である坐禅の場

合はどうであろうか。どのような形で行われ、

そこには巡礼と同様にコムニタス的性格が見ら

れるのだろうか。以下の節では、この点につい

て詳細に検討したい。

道元と永平寺

　筆者は、1996年、1997年、2001年とあわ

せて三度永平寺に参禅する機会を得た(2≒曹

洞宗大本山の永平寺は、福井県吉田郡永平寺町

にある。開山は、いわゆる鎌倉新仏教(28)の創

始者の一人である道元である。道元は正治２年

(1200年)、京都に生まれた(29)。父親は、通説

では村上源氏の直系で時の内大臣として権勢を

振るっていた久我通親、母親は藤原北家で前摂

政関白松殿基房の娘伊子とされていた｡しかし、

最近の研究では、父親は久我通親の子の通具で

あり、母親は不詳ということになっている。い

ずれにしても、権門の出であるには違いない。

幼少時に両親を失った道元は、建暦２年

(1212年)、13歳で養父である前摂政関白松殿

師家の弟で天台僧の良顕を頼って比叡山に上

り、出家する。比叡山の横川で修行を始めた道

元は、翌建暦３年(1213年)天台座主公円の

もとで得度し、｢仏法房道元｣と名乗るように

なる。　しかしながら比叡山での修行に失望した

道元は、建保２年(1214年)比叡山を下り、

中国から臨済宗を伝えた建仁寺の栄西に相見す

る。翌年栄西が死去したため、その後は高弟の

明全のもとで学ぶことになる。かねてより宋で

禅修行をすることを念じていた道元であるが、
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貞応２年（1223年）、師の明全と共にようやく

念願の入末を果たす。入末した後は諸寺を遍歴

しながら修行を続け、嘉禄元年（1225年）、天

童山景徳禅寺の住持如浄に参じ、正師とする。

如浄のもとで大悟徹底し、嗣法した道元は、安

貞元年（1227年）宋より帰朝し、建仁寺に入

る。諸処を移転した後、天福元年（1233年）

京都の深草に観音導利興聖宝林禅寺（興聖寺）

を開き、徐々に修行僧や一般の信者を増やして

いく。しかしながら、天台宗以外の宗派が広ま

ることを嫌った比叡山からの圧迫が強まり、身

の危険が迫ったため、京都六波羅評定衆の一人

でもある檀越の波多野義重の勧めに従い、寛元

元年（1243年）京をあとにして義重の所領で

ある越前志比庄（現福井県吉田郡永平寺町）に

下向する。この地で精力的に説法活動を行った

道元は、翌年本格的な修行道場である大仏寺を

開く。２年後の寛元４年（1246年）、寺名を永

平寺と改める。寺号の由来は、仏教の中国伝来

が水平10年であったことによる。こうして、

宋より持ち帰った正伝の仏法を広めていく基盤

が整ったのである。しかしながら、弟子への教

導や『正法眼蔵』等の撰述、更には自らに課し

た厳しい修行などのために、建長４年（1253

年）病を得、翌年病気療養のために京に上り、

高辻西洞院の俗弟子覚念の邸で示寂する。行年

54歳であった。

　毎日多くの観光客がこの道元の遺徳を慕い、

あるいは観光目的で永平寺を訪れるが、そのほ

とんどが団体あるいは家族や友人などのグルー

プで来るためか、大型バスや自家用車を利用す

るようである。永平寺への参詣が盛んになった

のは、江戸時代末期のことである。信者たちは

吉祥講を組み、講単位で永平寺に参拝した（3o）。

明治以降の大遠忌法要の執行に伴う道路の整

備、更に昭和に入ると鉄道も敷設されたため、



参詣者は増加の一途を辿り、昭和30年代後半

には福井県第一番の名所にまでなる。昭和55

年頃には北陸高速道路が開通し、車の使が良く

なったことから年間百数十万人もの人々が参拝

するようになった。今日でも、北陸方面へのパ

ック旅行では、永平寺参拝は定番的なコースの

一つである。

参禅とコムニタス

　先に述べたように、筆者は三度永平寺に参じ

た。いずれも３月末の４日間である。ここでは

その経験を踏まえ、参禅修行の有り様を詳らか

に紹介すると共に、そこにいかにコムニタス性

が現れているかを明らかにしたい。

(1)1日目

　参禅者は個人で参加するケースが一般的なの

で、自家用車で来る家族連れや大型バスで訪れ

るパック旅行の団体客と異なり、京福電鉄を利

用する者が多いと思われる。　ＪＲ福井駅から接

続する京福電鉄の電車に乗り、途中で一度乗り

換えて終点の永平寺駅を目指すのだが、平野部

から次第に山間の集落に近付いていくと、家々

も少なくなり、道元が永平寺を開いた当時はさ

ぞ寂しい場所であったろうと思わせる。逆に言

えば、人里離れ、俗塵を離れて修行するには格

好の地であったろう(31)。同じように坐禅会と

いっても、永平寺のように、街から遠く離れた

山腹に伽藍が立つ修行道場で4日間坐禅に耽る

のと、日本を代表する観光都市である京都の街

中の寺院で１～２日坐禅するのとでは、参加者

の心構えも自ずから違ってくるものと思われ

る。実際、永平寺駅を出て寺へと向かう参禅者

の足取りは、一般の観光客と異なり、不安で重

くなる。駅前には寺の正門へと至る門前町の道

が走っており、その両側は多くの土産物量で賑

わっているのだが、｢参禅は、特に厳格である
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から、物見遊山、興味本位で上山すると挫折す

る｣(32)という注意が心に重くのしかかるので

ある。観光気分の生半可な軽い気持ちでは、な

かなか行けるものではない。

　正門を入って少し進み、左手にある通用門を

通り、係の指示に従って吉祥閣と名づけられた

建物の中の所定の場所で、集合時間の２時まで

待つことになる。吉祥閣は、全国から永平寺に

研修のために訪れる檀信徒の道場として建てら

れた地下１階、地上４階の鉄筋の建物で、これ

から４日間の生活のほとんどはこの建物の４階

で過ごすことになるのである。集合場所に行く

と、既に何人もの参禅者がいる。皆一様に押し

黙っており、重苦しい空気が漂っている。参加

者は年輩ばかりだろうという予想に反し、存外

若い人が多い。 20～30台と思われる男女や学

生、中には親に連れられた子供もいる。男女比

では、男が過半数を占める。一回の参禅者の数

は十数人である。

　２時になって、墨染めの僧衣を身にまとった

参禅係の修行憎が数人やって来る。彼らのあと

について、二列になって吉祥閣の階段を上り、

４階に向かう。修行僧による毎日の掃除で磨き

こまれた床は綺麗に光っている。感心しながら

歩いているうちにも｢スリッパの音をたてない｣

｢廊下や階段は左側を歩く｣と早速注意が飛ぶ。

こうして参禅生活が行われる場所に向かうので

あるが、これは日常世界から非日常世界への移

動であり、隔離である。事実、これからの４日

間のほとんどはこの吉祥間で過ごすことになる

のである。例外は、朝の勤行と小食(朝食)の

準備と外作務の時で、それを除いてはこの吉祥

閣から出ることは許されない。それどころか、

４階から出ることすら許されないのである。そ

れを破ることは逃亡であり、挫折を意味するの

である。実際、挫折して途中で下山する人は必
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ずしも少なくない。

　吉祥閣の４階は、引戸で二つの区画に分かれ

ている。一つは参禅者にのみかかわる区画で、

坐禅堂、男女別々の大部屋がある。もう一つに

は、写経場、参服者のための個室、食事用具が

置かれ､流しやガス・コンロが備わった給湯室、

東司(便所)、そして参禅係の修行僧の詰め所

がある。東司も、1996 ・1997年に参禅した折

には男女共用だったのが、2001年には男女

別々になっていた。女性の参禅者が増えたせい

であろうか。寺側の配慮を感じる。

　一旦男女別にそれぞれの部屋に入り、着替え

を済ませ、参禅に不要な物を預けるよう指示さ

れる。携帯電話やラジオ、財布、腕時計等々を

全て預けることになるので、残るのは着替えの

下着や作務衣、寝巻き等の衣類や洗面道具など

ごく僅かである。これで事実上完全に外部世界

とは遮断されたことになる。修行僧と同じく、

参禅者も日常の営みが行われている構造世界か

ら離れて、いわば部外者としての生活を送るこ

とになるのである。この部外者性は、コムニタ

スに特徴的に現れる性格の一つであり、ターナ

ーはその一例として僧院で隠遁生活を送る人を

挙げている(3几隠道者と禅宗寺院の修行者を

同列に論じることができるかどうかは別にし

て、少なくとも構造社会の人々の目には、同類

の存在に映ることは間違いないであろう｡また、

日常世界やそこでの営みから切り離され、本来

やるべきことをなしていない参禅者は、もはや

俗人ではなくなるが(34)、かと言って修行僧で

もないという極めて曖昧な状態、すなわち境界

性=リミナリティを持つ世界に身を置くことに

なるのである。

　貸与される着物と袴に着替えた後、すぐに男

性用の大部屋に全員集合し、これからの４日間

の生活についてのオリエンテーションを受け
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る。参禅は、参じた人が新たな自分への脱皮＝

移行を求める場であり、その意味で巡礼同様通

過儀礼と言える。だとすると、吉祥閣内での１

階から４階への移動は、日常世界から別の世界

への移動と考えることができよう。そして、そ

の際に行われる分離儀礼が、このオリエンテー

ションだと言えるであろう。そこにいる参禅者

は、皆が同じ着物と袴を身につけている。全員

同じ服を着ているということは、本来あるべき

個々人の差異が消滅レ35)、各人が匿名性を帯

びたことになる。この匿名性は、性別がないこ

とと並んで、リミナリティを強く特徴づける属

性の一つである(36)。　こうして、職業、社会的

地位、年齢、性別といった、世俗の社会構造に

おいて有意味な一切が意味を失ってしまう。し

かも、皆等しく事実上無所有という極めて平等

な状態に入ったことになる。あらゆる意味での

無所有も、リミナリティにある人たちの重要な

特質であり、この状態は｢聖なる貧困｣そのも

のと言える(3≒

　指導に当たる参禅係の修行僧に対しては、絶

対に従わねばならないという風に、あくまで謙

虚で受動的な姿勢を保たねばならない。このよ

うに、リミナリティに置かれている人たちは、

指導者に対して絶対服従しなければならないが

故に、お互いの間には｢全き平等｣が生活原理

となるのである(38)。これは、カトリックの修

道僧の生活にも通じることである(39)。

　こうして同じ境遇に置かれ、これからの厳し

い生活を共に過ごすことになった参禅者相互の

間には、恐らくは似たような動機を持って参禅

を志したこともあり、仲間意識らしきものが生

まれる。ターナーが指摘するリミナリティの特

性が、ここ永平寺の参禅では顕著に見られるの

である(4o)。

　さて、オリエンテーションでは、先ず指導に



当たる修行儀と参禅者の自己紹介が行われる。

参禅者は、年令も参禅の動機も様々である。外

国への語学留学が決まっているので、日本を発

つ前に自分の心に気合いを入れたいという大学

を卒業したばかりの男性。100円玉一つ手に入

っただけでもゲームセンターに走るほどゲーム

漬けになってしまい、学校にも行かなくなった

自分を何とかしたいという高専の学生。新たに

幼稚園の管理栄養士になることになったので、

気分一新して取り組むきっかけにしたいという

若い女性。毎日忙しい仕事に追われて自分を見

失いそうになるので、一度自己を見つめ直した

いという３０歳台の中学の女性教師。宗教学を

専門としていて、理論だけでなく実践的な体験

を持ちたいという大学院生。教師を殴ったり問

題行動が多く､親から送り込まれた男子高校生。

坐禅に関心があり、仕事の暇を見つけてはあち

こちの禅宗寺院の坐禅会に参加している40歳

台の会社員。日本文化の一つとしての禅に関心

を持ったフランス人の若者。このように、参加

者ごとにそれぞれに異なる何らかの問題意識を

持ってこの場にいるのだが、実際にこうして参

加者の話を関いたり、修行儀に尋ねたりして得

た答から判断する限り、一般的に言って一番多

い動機が、｢自己を見つめ直したい｣というこ

とだと思われる。これは換言すれば、自分とは

何かを確かめたいということであろう。｢照顧

脚下｣という禅話があるように、禅では自己を

脚下に求めるよう教える(41)。だからこそ、

人々は坐禅会に参じるのであろう。これは坐禅

会に限ったことではない。自分の在り処を明ら

かにし、そこでの心の安らぎを求めようとする

ことは、巡礼にも共通している(42)。一方はた

だ坐り、もう一方は様々な聖地を巡り歩くとい

うように(43)、方法は対照的であるが、求める

ことには通底する部分があるのである(44)。
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　　｢自己を見つめ直したい｣のは、現状の自己

に満足できないからであろう。今のままではい

けない、何とかして現状を打破したい、という

切実な気持ちの表れであろう。ファン・ヘネッ

プ風に換言すれば、｢敷居を越え｣(45)て、新し

い望ましい自分、すなわち煩悩なき真の自己が

いる世界に参入したいという、いわば越境願望

がそこには窺われる(4≒このように、参禅は

必然的に通過儀礼の要素を有しているのであ

る。

　自己紹介に続いて、参禅生活の説明が行われ

る。　これからの４日間のおおまかなスケジュー

ルから始まり、坐禅の仕方、合掌の仕方、経典

の持ち方等々、様々な事柄を修行僧から教えら

れる。しかし、一番多く時間が割かれるのが、

意外にも食事の作法である。禅の世界では、食

事といえども修行である。殊に道元が著わした

『赴粥飯法』に従って食事が行われる永平寺で

は、食事の作法も煩雑と思えるほど徴に入り細

を穿っている。やっと全ての作法を覚えてしま

い､滞りなく食事を頂けるようになった頃には、

参禅の期間が終わってしまうというのが実情で

ある。つまり、それだけ日常生活とはかかわり

のない事柄であるということである。このこと

は、このオリエンテーションで教わる全てに言

えることである。いずれもが参禅生活において

は必要不可欠なことであるが、一旦ここを出る

とほとんど必要のないことばかりである。　これ

も、僧でも俗人でもない曖昧な存在である参禅

者が､過渡期にあることの表れの一つであろう。

と言うのも、過渡期におけるどっちつかずの曖

昧な状態では、儀礼に参加した人は、儀礼以前

の属性とも儀礼後の属性とも関係のない象徴的

な境域を通り抜けることになるからである(47)。

また、ターナーがイニシエーションの過渡期

(境界状態)について、｢境界以前の社会構造の
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ほとんどすべてを否定し、別の秩序にもとづく

状況と関係とを肯定する｣(48)と述べているよ

うに、非日常性はイニシエーションの特性であ

る。その間、慣れ親しんだ日常空間から離れた

周縁の場所に連れて行かれ、そこで肉体に苦痛

を伴う試練を受けたり、秘儀を授けられたりす

るが、このオリエンテーションはまさにイニシ

エーションという通過儀礼の始まりだと言える

であろう。

　説明が終わってからは開浴(入浴)である。

修行僧のあとについて、二列で地下の浴室まで

歩いて行く。歩く際には、叉手といって、肘を

張って両手を胸の前で軽く組み合わせていなけ

ればならない。浴室に入る際には、正面の上方

に祀った本尊の践陀婆羅菩薩に合掌りL拝す

る。これは出る時も同様である。入浴とは、浴

室という異空間に入って裸という非日常的姿に

なり､外界での汚れを落とすという行為である。

換言すれば､聖域で自らを浄化する行為である。

そして再び服を着て元の空間へ戻るのである。

このことから、入浴も一種の通過儀礼と考えら

れる。ファン・ヘネップが、同じ動作が分離儀

礼になったり統合儀礼になったりすると指摘し

ているように(49)、この場合の合掌・礼拝という

行為も、浴室に入る時は分離儀礼であり、出る

時は統合儀礼の役割を果たしているのである。

東司への出入りに関しても､同じことが言える。

この場合は、本尊の鳥萄沙摩明王に礼拝・合掌

しなければならない。修行僧は四と九のつく日

にしか入浴できないが、参禅者は毎日入浴する

ことができる。一日の中で唯一心身共にリラッ

クスできるときでもある。殊に１時間余に渡っ

て正座した後なので、入浴は庫れた脚には何よ

りの薬である。　しかし、寛げる場であるといっ

ても、浴室は僧堂・東司と並ぶ三黙道場の一つ

であり、無闇に喋ることは許されない(5o)。こ

のような厳格な規律があるのも、儀礼の故と解

釈すれば納得がいく。いずれにしても、参禅と

いう通過儀礼の最中にも、様々な通過儀社的行

為が織り込まれているのである。

　開浴後は晩課が待っている。坐禅堂に行って

坐禅をするのである。坐禅堂には引戸があり、

中に入る際には敷居をまたがねばならない。こ

れは極めて象徴的な行為である。「敷居を越え

る」行為は新しい世界に入ることを象徴してい

るとファン・ヘネップは指摘しているが（51）、

敷居の存在はその先にある坐禅堂が聖域である

ことを示しており、文字通りその敷居を越える

ことによって、未知なる聖なる領域に参入して

いることを示しているのである。

　坐禅堂に入ると、自らが坐る「単」と呼ばれ

る坐禅をする一畳の畳を背にして立ち、先ず対

面する単に向かって合掌・低頭、次に自分の単

に向かって同様に合掌・低頭したあと単に上が

って坐り、早速第一回目の止静（坐禅の時間）

に入る。坐って瞑想するのは禅宗に始まったこ

とではなく、仏教成立以前のインドでもごく一

般的に行われていたようである（5≒仏教にお

いて坐禅が行われるようになったのは、様々な

苦行を行った未にその無意味さを悟った釈尊

が、最終的に菩提樹の下で坐禅して悟りを得た

と伝えられることによる。中でも曹洞宗は、道

元が「参禅は坐禅なり」（53）と言っているよう

に、殊の外坐禅を重視する。

　一旦止静に入ると、坐禅堂を出入りすること

はもちろん、一切体を動かすことはできない。

東司に行く二便往来も、抽解（休憩）時にしか

許されない。臨済宗でも同様だが、一回の坐禅

時間は基本的に一灯である。一灯とは一本の

線香が燃え尽きる時間のことで、約40分であ

る。坐禅の意義や実践方法は、道元の『普勧坐

禅儀』に詳しく記されており、それに従って坐
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ることになる。坐蒲という丸いクッションの上

にお尻を載せ､１ｍほど先の壁に向かって坐る。

これを面壁といい、壁を背にして坐る臨済宗と

は対照的である。脚は、右脚を左の腿の上に載

せ、左脚を右の腿の上に載せる結鋼鉄坐を組む

のが基本である｡関節が余程柔らかくない限り、

あるいは慣れない限り、非常に痛みを伴う坐り

方である。修行僧の中には、坐り方には慣れて

も痛みはなくならないと漏らす者もいる。この

坐り方が無理な場合には、一方の脚をもう一方

の足の腿の上に載せるだけの半助U鉄坐でも構わ

ない｡それでも長時間坐ると痛みが激しくなる。

結鋼鉄坐にしろ半鋼鉄坐にしろ、腫の長い人の

方が坐りやすいように思われる。背筋をまっす

ぐ伸ばし、顎を引き、右手を右の腿、左手を左

の腿の上に載せ、親指と人指し指で楕円を作る

ような形にしてつき合わせる法界定印という形

に組む｡これで坐禅の姿勢は出来上がりである。

形が調ったら、次は腹式呼吸で呼吸を静め、心

を調える。素人に40分は長い。最初の10～20

分はいいのだが､その後は襲い来る眠気と戦い、

次々と湧き起こる妄想を払い除け、次第に増し

てくる脚の痛みをこらえ、ひたすら時間が経過

するのを待つ。このように、苦痛に耐えること

を強いられるのは、イニシエーションにおける

過渡儀礼の状況そのものである。道元は『賛助

坐禅儀』の中で｢坐禅則大安楽法門也。若得此

意、自然四大軽安、精神爽利、正念分明、法味

資神、寂然清楽、日用天真也｡｣(54)と言ってい

るが、とてもそんな心境にはなれない。開静

(坐禅終了)を知らせる鳴らしものが鳴ると、

心底安堵する。

　次に堂内で経行を行う。経行とは、叉手した

まま、二呼吸で一歩(臨済宗では一呼吸で二歩)

ずつ歩むことをいい、眠気を払ったり、脚をほ

ぐすために行うものである｡ゆっくりゆっくり、
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まるでスローモーションのような動きで前へ進

むのだが､身じろぎもできない坐禅の後なので、

体を動かせることのありがたさを痛感する。

　最後にもう一度止静を行う。そして、９時に

開枕（就寝）となる。現代人にとって寝るには

早い時間である。しかし、寝ないと明日以降が

もたない。

（2）2日目

　早朝の４時に起床する｡就寝時間が早いため、

睡眠不足ということはない。これは僧堂で寝起

きする修行僧も同様である。禅寺での修行が、

無理や苦行を強いるものではないということ

が、この一事でもわかる。素早く洗面を済ませ、

４時半から暁天坐禅に入る。睡眠は足りている

とはいえ、起き抜けの坐禅なので、何かしらま

だ夢見心地である。

　その後、朝の勤行である朝謀誦経に参加する

ため、法堂に向かう。法堂は一山の住職が修行

僧たちに説法を行う所であり、また様々な法要

や儀式も執り行われる。途中、寺の台所に当た

る大庫院に一旦立ち寄り、行粥（朝食）を入れ

る容器を預ける。永平寺の伽藍は山の斜面に建

てられており、法堂はその最も高い所に位置し

ているので､長い階段を昇っていくことになる。

外は真っ暗である。　３月も終わりに近いとはい

え、北陸の春はまだ浅い。あちこちに残雪がう

ず高く積もっている。朝謀議経の際は服を厚く

着込むことが認められているものの、早朝の空

気は身を切るように冷たい。しかも、法堂は全

ての扉を開け放っているので、いわば吹きっさ

らしの状態である。 380畳敷の広大な堂内の端

に二列になって正座して暫く待っていると、正

装した修行僧たちが、威儀を正して法堂の両端

の出入り口から現れる。修行僧たちは二手に分

かれ、堂内の中央で両者が向き合う形に整列し

て正座する。最後に導師が従者を引き具して入
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堂し、朝諜説経が始まる。

　朝諜説経は通常、『妙法蓮華経観世音菩薩普

門品』の読経に始まり、『摩阿般若波羅密多心

経』、『参同契・宝鏡三昧』、『大悲心陀羅尼』、

『妙法蓮華経如来寿量品』、『消災妙吉祥陀羅尼』

の順で進められるようである(5八百を超える

僧たちが徹底的に己を殺し、一体となって低音

で読経する。堂内に響き渡る声は神秘的な調和

を感じさせ､見る者の魂を揺さぶる。参禅者も、

参禅係の修行僧の指示に従って経典を繰ってお

経を唱え、そうすることで仏弟子としての一体

感を味わう。また、僧たちが何列にもなって、

読経しながら屏風を折り畳んだように互い違い

に堂内を巡り歩く行道を行っている様は、荘厳

としか言いようがない。儀礼の特徴として、反

復性・順序性・形式性・非日常性が挙げられ、

参加者にとっては形式性と同両性が重要となる

が(56)、この朝諜説経はまさにこれらの特徴を

全て満たしている。法堂という日常生活とは異

なる空間に集い、序列に従って決められた位置

につき、予め定められた順番に従って読経を進

めて行く。しかも、同じ句の繰り返しがしばし

ば含まれるお経を、皆で声を合わせて唱和する

のである。厳粛にして華麗なページェントとも

表現できる行道にしても、定型的で非日常的な

行動であるという点て、儀礼としての性格をよ

く表している。心が洗われる光景である。

　しかし、参禅者は三拝や焼香の時以外は、２

時間近くの間冷えきった畳の上で正座していな

ければならないので、脚が庫れ、完全に感覚を

失ってしまう。　７時近くになって、ようやく朝

諜説経が終わる。この頃には、外もすっかり明

るくなっている。

　大庫院で粥の入った容器を受け取って、吉祥

閣の坐禅堂に戻り、手分けして給湯室に行き、

行粥の準備をする。この言葉が表すように、朝
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食の御飯は粥であり、それに香菜（漬け物）と

胡麻塩がつく。それを応量器という禅宗独自の

器を用いて食べるのである。行粥は、榔を木

槌で打ち鳴らす音で始まる（5≒浄人と呼ばれ

る給仕役の修行憎が、浄巾という布で単の縁の

昧縁を拭く。ちなみに昧縁は生命の糧である

食事を盛った応量器を置く場なので、掃除の時

以外は一切触れてはならないとされる。昧縁を

拭き終わると、応最前を一旦額の少し上に捧げ

持ってから昧縁の上に置く。次に、太鼓が打ち

鳴らされる中で､文殊菩薩への献膳が行われる。

そして、参禅者は合掌した後、全員で鎚の音に

合わせて

　　　仏生迦毘羅、　成道摩掲陀。

　　　説法波羅奈、　入滅拘稀羅。

　　　如来応量器、　我今得敷展。

　　　願共一切衆、　等三輪空寂。

と『展鉢之掲』を唱え、唱え終わると展鉢を始

める。展鉢とは、組重ね式の食器である応量器

を、定められた作法に従って取り出して並べる

ことである。昨日のオリエンテーションの際に

やり方を習っているのだが、滞りなく進められ

る参禅者は一人もいない。忘れた点を改めて修

行憎に教わりながら、一段階づつ進めていく。

先ず、応量器を包んでいる布巾を解き、一番大

きな頭鉢とその中に入った３種類の入れ子鉢を

出して並べる。そして、匙と箸を鉢の手前に置

き、刷という先端に白い布を巻いた細長い木の

柄を鉢と鉢の間に置いて終わりである。鉢の持

ち方・出し方・置く位置、布巾の広げ方、膝掛

けの置き方、箸・匙・刷の持ち方・置き方、そ

れら全ての順番等々、あらゆることに作法や手

順が厳密に定められているので、とても一度で

覚えきれるものではない。

　展鉢が終わると、合唱する。すると修行僧の

一人が



　　　仰惟三宝咸賜印知、　仰憑尊衆念。

と『念誦』を唱える。続いて全員で

　　　清浄法身毘盧遮那仏。

　　　円満報身盧遮那仏。

　　　千百億化身釈迦牟尼仏。

　　　当来下生値鞘尊仏。

　　　十方三世一切諸仏。

　　　大乗妙法蓮華経。

　　　大聖文殊師利菩薩。

　　　大乗普賢菩薩。

　　　大悲観世音菩薩。

　　　諸尊菩薩摩河薩。

　　　摩詞般若波羅蜜。

　と『十仏名』を念じる。その後、修行僧一人

が

　　　粥有十利、　饒益行人、

　　　果報無辺、　究竟常楽。

と『施食の掲』を唱える。そして、粥、香菜、

胡麻塩の順に給仕される。給仕の際も、鉢の持

ち方、礼の仕方、鉢の出し方・タイミング、量

の加減を知らせる合図、給仕が終わった後の礼

の仕方等々、細かく作法が定められている。食

事が全員に行き渡ると、槌が鳴り、それを合図

に全員合掌・低頭して一緒に

　　　ひとつには功の多少をはかり、

　　　かの来処をはかる。

　　　ふたつにはおのれが徳行の、

　　　全訣をはかって供に応ず。

　　　みつには心をふせぎとかをはなるる

　　　ことは、貪等を宗とす。

　　　よつにはまさに良薬をこととするは、

　　　形枯を療ぜんがためなり。

　　　いつつには成道のためのゆえに、

　　　いまこの食をうく。

と『五観の掲』を唱える。引き続き『供養の掲』

　　　上分三宝、　中分四恩、

　　　　　　　　　　　佐藤孝裕:参禅とコムニタス

　　　下及六道、　皆同供養。

更に『三日食の掲』

　　　一口為断一切悪、　二目為修一切善、

　　　三日為度諸衆生、　皆共成仏道。

を唱え終えると、合掌の後、頭鉢の中に匙を入

れて両手で頭上に捧げ、粥を匙で一目食べてか

ら、胡麻塩を粥の中に入れ、自由に食事をする

ことになる。暫くすると、再進と呼ばれるおか

わりが入る。粥は一度だけおかわりすることが

できる。再進を望む者は、粥を少し残して待た

なければならない。再造の間は、皆食事を中断

し、手を法界定印にして終わるのを待つ。

　食べ終わると、刷で鉢の中側を拭き取り、刷

をなめるという動作を繰り返す。最後に浄水と

いう湯が給仕されるので頭鉢で受け、刷で洗っ

てから布巾で鉢を拭く｡湯を次の鉢に移しては、

同じ要領で作業を繰り返す。終わると、『折水

の掲』

　　　我此洗鉢水、如天甘露味、

　　　施与鬼神衆、悉令得飽満。

　　　口奄摩休羅細娑婆詞。

を皆で唱える。そして、巡って来る析水桶に音

をたてないようにして水を捨てる。応量器を展

鉢前の状態にしまうと、修行憎が『歎仏の掲』

　　　処世知虚空、知蓮華不着水、

　　　心清浄超於彼、稽首礼無上尊。

を唱えるので、一同合掌して聞き、唱え終わる

と合掌のまま深く低頭する。最後に『普回向』

　　　願わくはこの功徳を以て普ねく一切

　　　に及ぼし、我等と衆生と皆共に仏道

　　　を成ぜんことを。

を唱和すると、再度浄入が浄巾で昧縁を拭き、

ようやく行粥が終わる。

　慣れないせいもあり、約１時間もかかる。食

時の間も足は坐禅を組んだままなので、時間が

経つにつれて足の痛みが増し、食事を味わうど

45－
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ころではなくなる。　しかも、始まりから終わり

まで修行憎が、文字通り箸の上げ下ろしまで一

挙手一投足を監視する中で食事するのであるか

ら、自分のやり方が作法通りになっているかど

うかが気になり、始終緊張を強いられる。禅に

おいては食事といえども修行であるということ

なのだが、初心者にとっては苦行以外の何もの

でもない。

　しかし、このように苦痛を共通体験として持

つことが、参禅者同士の一体感を強めるのに役

立っている。詳細に渡って行粥の説明をしてき

たのも､そもそも食事を共にするということが、

コムニタスにおいて大きな意義を持っている事

柄の一つだからである(5≒それというのも、

食事を共にすることほど人と人の間に強い絆を

生み出すことはないからである(59)。参禅の食

事では、一同が様々な渇を唱え、全員が同時に

同じ手順で同じ動作をして食事を進めていく。

全ての者が食し終えて初めて食事が終わるので

ある。全的に共食なのである。また、全ての者

が同じものを食べるということで、皆が平等で

あるということを確認できるのである(6≒

　行粥が終わると、各自一旦応量器を部屋に持

ち帰ってから、皆で役割分担をして、行粥で便

った用具を給湯室に運んだり洗ったりする。体

を動かせることのありがたさを痛感する。

　９時頃から作務を行う。部屋に戻って作務が

できる服装に着替えてから､作務に取りかかる。

内作務の日は、坐禅堂、東司、給湯室の掃除を

する。坐禅堂では、単や床、障子の桟を雑巾で

拭く。東司では、床の拭き掃除に加えて、一つ

一つの便器を洗剤をかけてはブラシで磨いてい

く。給湯室も、流しだけではなく、床、扉の障

子の植等、念入りに綺麗にする。全てが参禅者

一同の共同作業である。そこには、年齢も地位

も性別もない。　ここにいる間、皆は完全に平等
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な立場におかれる。しかも、皆生き生きと体を

動かして働く。長い間坐禅の姿勢を続けた後な

ので、体を動かすことに喜びを感じることが一

因であろう。また、音を出すことが原則的に禁

じられる参禅の間も、この時ばかりは音をたて

てもかまわないので、解放感に浸れるせいもあ

るだろう｡動と静か巧みに組み合わされている。

　10時頃から今日二度目の止静に入る。抽解

を挟んで11時頃から日中晟経を行う。法堂で

行った朝課属経の時とは異なり､坐禅堂で行う。

　12時頃に斎（昼食）をとる。手順は行粥と

大差ない。異なるのは、首座一人で唱える施食

の掲が

　　　三徳六味、　施仏及僧。

　　　法界有情、　賛同供養。

に変わるのと、五観の掲を唱えた後に、全員で

餓鬼供養のために出生の掲

　　　汝等鬼神衆、　我今施汝供。

　　　此食遍十方、　一切鬼神供。

を唱えることであろう。この時合掌の後、親指

と人指し指を味噌汁に漬け、刷の末端の本の部

分を濡らす。そして頭鉢から飯粒を数粒（７粒

が目安）掴んで出し、濡れた刷の先端に載せ、

廻ってきた浄人が差し出す生飯器に入れる。こ

うして集められた生飯は、後で鳥の餌になるよ

うに撒かれることになっている｡食事自体では、

粥の代りに麦飯が出る。そして、味噌汁と別業

というおかずの一皿がつく。全て精進であるこ

とは言うまでもない。しかし、抑えた味付けは、

中々に美味である。

　給湯室で後片付けを済ませた後、１時から午

後最初の止静に入る。

　２時から提唱を受ける。提唱とは、禅宗独自

の一種の誹議で、祖師の語録の誹議を行うこと

である。この日は、南直哉師が、道元から衣鉢

を継いだ永平寺二祖の懐奘が道元との問答を記



した『正法眼蔵随聞記』の一節を敷祈して講議

を行う（61）。

　3時10分から、午後二回目の止静に入る。

抽解の間、短時間ながらも足を伸ばせるとはい

え､作務後は坐禅を組むか正座をしているので、

足の痛みは増すばかりである。

　４時から薬石（夕食）をとる。「薬石」の石

は、古代に石を然して一種の懐炉として用いた

治療具のことなので、薬石とは薬と治療品のこ

とであり、転じて医療の意で使われるようにな

った。かつて、インドでは仏教徒は一日二食で

午後は食事を食べなかったのだが、仏教東伝し

た中国では13世紀頃から夕食もとるようにな

った。しかし、夕食を食べること自体は釈尊の

定めた戒律に違反するので、修行僧の飢えの病

を癒す薬を服すという意味で薬石と称したと伝

えられる（62）。このように、本来正式の食事で

はなかったため、薬石の際に唱える掲はかなり

省略される。その代わり、粥時や斎時には唱え

なかった普回向

　　　願わくはこの功徳を以って普ねく一

　　　切に及ぼし、我等と衆生と皆共に仏

　　　道を成ぜんことを。

を食後に一同で唱える。

　後片づけを済ませた後は､開浴の時間である。

足が死にそうになっている身にとって、待ちに

待った時間と言っていい。しかし、部屋を出て

地下１階の浴室まで行って入浴し、次の止静に

備えて坐禅堂に戻って自分の単の上に坐って待

つまで30分しか与えられないので、とても寛

いでいる暇はない。ここでは、全ての動作を無

駄なく機敏に行わなければついていけない。

　６時40分から、午後三回目の止静に入る。

通常の半分の20分ほどで開静になる。安堵し

ていたら、７時10分から再び止静に入る。開

静後、経行を行う。 10分の抽解を挟んで、８
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時10分から今日最後の止静に入る。暫くして

開静を知らせる鳴らしものが鳴る。一蛙より

も早く鳴ったように思われたのでホッとしたの

も束の間、坐禅を組んだまま『普勧坐禅儀』を

一同で唱え始める。

　結局今日一目だけで都合七度、時間に直すと

４時間半ほど坐禅をしたことになる。食事の際

も坐禅を組んでいるので、実際に坐禅を組んで

いる時間は６時間を優に越えるであろう。修行

僧は23ある寮舎（63）のいずれかに所属し、そこ

での職務を遂行しなければならないため、一目

の中で坐禅する時間はせいぜい３時間程と言わ

れているので（64）、こと坐禅に間しては一般参

禅者の方が遥かに修行に専念できることにな

る。逆に言えば、それだけ肉体的な苦痛を強い

られるということである。　４日間という短い期

間とはいえ､生半な覚悟では続かないのである。

特に、４日間に渡る参禅の中で、この２目目が

一番きつく感じられるように思われる。　日常生

活とは全く異なる空間に参入し、拘束され、常

に監視の眼にさらされる上、坐禅という痛みを

伴う不馴れな姿勢を長時間強いられるのであ

る。しかも、この生活かあと２日も続くと考え

ると、精神的にも肉体的にも我慢が限界に達す

るのである。４日間の参禅生活を全うできるか

否かは、この２目目をいかに克服するかにかか

っていると言っても過言ではない。実際、中途

で挫折する参禅者の多くは、３日目の午前中

早々に下山するのである。

（3）3日目

　３時半に起床する。素早く蒲団を片付け、洗

面や身繕い等を済ませ、４時から暁天坐禅を行

う。外はまだ真っ暗であり、「暁天」と言うよ

り真夜中と言った方が相応しく感じられる。し

かし、一晩寝て少しなりとも足を休ませた後だ

けに、暁天坐禅が一番よく坐れるように感じら
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れる。

　５時に朝課誦経に参加すべく法堂に向かう。

荘厳な朝の勤行は、何度見ても深く心を打たれ

るが、ただでさえ氷点下になろうかという冷気

の中で正座するため、脚の感覚が麻庫してしま

い、三拝する時などうまく立ち上がれなくて転

びそうになる。同じようにずっと正座している

にもかかわらず、一糸乱れぬきびきびとした挙

措の修行憎を見るにつけ、修練の重みを感じさ

せられる。

　７時から行粥である。展鉢の手順もだいぶ頭

に入り､余り間違いをしないようになってくる。

後片付けを済ませてから、作務を行う。昨日同

様、坐禅堂、東司、給湯室を念入りに掃除する。

　９時半から写経場で写経に取り組む。与えら

れた手本を見ながら、一字一字心を込めて毛筆

で『般若心経』を書き写すのである。

　10時半から短時間坐り、11時から昼の勤行

である日中誦経を行う。

　11時半から斎の準備を始める。

　１時から外作務に出かける。永平寺に上山し

て以来初めての外出である。娑婆の日の光が眩

しく感じられる。修行憎が行う本来の外作務は

戸外での様々な労働なのだが、参禅者の外作務

は、これまでの吉祥閣内での坐禅修行で凝り固

まった心身を解きほぐすために行う一種のレク

リエーションのようである。この日は近くのダ

ムまで歩いて散策する。これまで参禅者に厳し

い表情を向け、何かと叱責することの多かった

修行憎も、ここでは穏やかな、いねば普段着の

顔を見せ､参禅者との間で和やかな会話が弾む。

　３時から行茶（茶話会）がある。説教師から、

『正法眼蔵随間記』に基づいた法話を聞く。お

茶を飲み、菓子を食べながら、道元の教えの現

代的解釈に耳を傾ける。レクリエーションのよ

うな外作務といい、行茶といい、参禅の厳しさ
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が徐々にゆるやかになり、参禅の終わりの近づ

きを予感させる。

　４時から晩課属経を行う。

　4時半から薬石を頂く。　この頃になると、皆

が遅滞なく誤らず、なめらかに行鉢を行えるよ

うになってくる。ただ、坐禅を組んだ脚の痛み

だけは慣れることなく、確実に増していく。

　５時半に永平寺での最後の開浴に向かう。

　６時半に吉祥閣から回廊を通り、傘松閣に上

って行く。ここは百六十畳敷きの大広間であり、

格天井には河合玉堂や伊東深水などを始めとす

る日本画家144人によって、花鳥を題材とした

230枚の彩色圃が描かれている(6≒ここで大勢

の祭服者と一緒に、副監院(66)の法話を聴く。

その後、短い坐禅を組む。３日間坐禅三昧に近

い生活を送ってきた者にとっては、お遊びのよ

うなものである。永平寺を紹介する映画を見て

お間きとなる。これでこの日の予定は全て終了

する。

(4)4日目

　４時に起床する。　４時20分から、１回の抽

解を挟んで暁天坐禅を行う。永平寺で行う最後

の坐禅である。一段と気持ちが引き締まる。

　その後､法堂に向かい、朝諜膜経に参加する。

最後の朝課だからであろう、焼香をさせてもら

える。二手に分かれ、向き合って正座して読経

する修行僧たちの前を通って焼香に向かう時

は、些か緊張する。

　７時20分に粥時になる。後片付けを終え、

最後に作務を行う。最後の行だけに、気のせい

か皆の動きが一段ときびきびして、力がこもっ

ているように感じられる。あと少しで終わるの

だという喜びに満ち溢れている。

　９時過ぎに参禅の全日程が終了する。最後に

参禅係の修行僧ひとりひとりから助言と励まし

があり、参禅者一同合掌・低頭してこれを受け



る。参禅生活最後の儀礼であり、その意味で統

合儀礼とみなすことができるであろう。参禅者

の面持ちにも、まだ全てが終わったわけではな

いという緊張を残しつつも、晴れやかさが窺え

る。わずか４日間の僧堂生活であるが、参禅者

のこの晴れやかな顔には、一つのことを成し遂

げたという達成感が漆っているように感じられ

る。坐禅は、この晴れやかさを自分の顔にわず

かづつ積み重ねていくことだとの思いが(67)、

身をもって感じられる。しかし、これ以降日常

生活に戻って行く参禅者にとって、参禅の終了

は終わりではなく、本当は始まりなのである。

｢修行｣という語の元々の意味は、｢反復するこ

と｣｢繰り返すこと｣だそうである(68)。｢あた

りまえのことを、あたりまえに、大切に行って

いく｣(69)ことの繰り返し、すなわち、朝起き

てから床につくまで、毎日毎日同じことを繰り

返す中で、一挙手一投足を大切に行うことが修

行だというのである。余りにも形式主義的で、

填事にまで拘泥するように見える永平寺におけ

る修行生活の真の意味は､ここにあるのである。

提唱を担当した南氏が言うように、｢永平寺の

修行の真髄は、行住坐臥、食事から睡眠に至る

一切を、一瞬一瞬の自己の立ち現れとして、懇

ろに、丁寧に、精いっぱい行ずることである。

今ここに生きているという、疑いようもない、

逃れようのない事実を自覚して、そこに全身を

打ち込んで、自ら生き切ること回o)なのであ

る。参禅者にとって大事なのは、このことを日

常生活に戻ってからいかに活かすかということ

なのである。

　ファン・ヘネップによると、通過儀礼には分

離儀礼、過渡儀礼、統合儀礼が同等の重要性を

持つことはないのであるが(71)、参禅において

も圧倒的に重要な位置を占めるのは過渡儀礼で

ある。そして、そこで学んだ事柄を日常世界で
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活かし得るという点で、参禅という通過儀礼は

統合儀礼の後にこそ価値を持つのである。これ

は全ての通過儀礼に共通することであろう。

　一旦散会した後、希望者のみ修行僧の案内で

諸堂拝観に向かう。一般参詣客の中に混じって

山内を歩きながら、いよいよ元の生活に戻るの

だという実感を新たにする。吉祥閣で解散し、

４日間世話してくれた修行僧に謝して、思い思

いに家路につく。これで参禅は終了し、参禅者

は再び各人が属す社会へ帰って行くのである。

通過儀礼を終えた後の元参禅者が、参禅以前と

は少しなりとも違う自己を実感できたかどうか

は、その人次第であろう。

おわりに

　ターナーは、リミナリティの諸属性と身分体

系のそれとの違いを、次のように対比して示し

ている(7≒　4番目の項目に、コムニタスと構

造が対極的なものとして挙げられていることか

らわかるように　これはコムニタスの属性と構

造のそれとの相違と言い換えることもできるで

あろう。左側がリミナリティ、あるいはコムニ

タスの属性である。

　１、移行　　　　　状態

　２、全体　　　　　部分

　３、同質　　　　　　異質

　４、コムニタス　　構造

　５、平等　　　　　不平等

　６、匿名　　　　　命名の体系

　７、財産の欠如　　財産

　８、身分の欠如　　身分

　９、裸ないし制服　服装による識別

　10、性欲の節制　　性欲

　11、性別の極小化　性別の極大化

　12、序列の欠如　　序列の識別

　13、謙虚　　　　　地位に対するプライド
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　14、個人の外観の無視

　　　　　　　　　　個人の外観に対する配慮

　15、富の無差別　　富の差別

　16、非自己本意　　自己本意

　17、全面的服従　　上位の序列にのみ服従

　18、聖なる性質　　俗なる性質

　19、聖なる教訓　　技術的知識

　20、沈黙　　　　　　ことば

　21、親族関係の権利と義務の停止

　　　　　　　　　　親族関係の権利・義務

　22、神秘的力に対する絶えざる祈願

　　　　　　　　　　神秘的力に対する間欠的

　　　　　　　　　　な問いかけ

　23、愚かさ　　　　聡明

　24、単純　　　　　複雑

　25、苦悩の受容　　苦悩の回避

　26、他律性　　　　自律性の諸段階

　　これを前節で詳細に述べてきた参禅に当ては

めると、どのようになるだろうか。参禅者は日

常世界から一旦離脱して非日常世界で暮らし、

再び日常世界へ戻っていく（１、移行）。皆同

じ上着と袴を身に着け（９、裸ないし制服）、

全く同じ姿になるため（14、個人の外観の無

視）、個々人の間には差異が消滅し、一種の匿

名性を帯びた存在になる（６、匿名）。すなわ

ち、性差も（11、性別の極小化）世俗的な地

位や職業の差もなくなり（８、身分の欠如）、

年齢やあらゆる意味での上下関係がなくなり

（５、平等；12、序列の欠如；13、謙虚）、一

同が我執を捨てて（16、非自己本意）同じ立

場で同じ活動を行うのである（２、全体；３、

同質）。生活に必要な最低限の物を除いて、所

持品のほとんどを預けなければならないので、

皆等し並に一時的に無一物に近い状態になる

（７、財産の欠如；15、富の無差別）。修行僧

と同様の生活を送るため（18、聖なる性質）、

戒律は厳しく、日常生活では当り前の食欲や色

欲などの様々な欲望は制限される(10、性欲

の節制)。参禅者の間に上下関係がない代りに、

指導者たる参禅係の修行僧の指示に対しては、

理屈抜きに全てにおいて従わねばならない

(17、全面的服従；26、他律性)。坐禅自体に

しても食事の作法にしても、ここで学び実践す

ることは、世俗社会における実際上のことには

役に立たないことである(19、聖なる教訓)。

三黙道場を始めとして、話したり音をたてたり

することは極力控えねばならない(20、沈黙)。

読経の際には、心を込めて唱えなければならな

い(22、神秘的力に対する絶えざる祈願)。毎

日が坐禅・勤行・作務と同じことのの繰り返し

であり(24、単純)、愚直にただ努めることが

要求される(23、愚かさ)。参禅するに至った

動機に対しては、日々の生活、とりわけ坐禅を

通じて向き合わねばならない(25、苦悩の受

容)。

　このように、永平寺における参禅には、前述

のコムニタスの特性のほとんどが見出せるので

ある。参禅が通過儀礼であり、参禅者がリミナ

リティの中にあるのであれば、これも当然であ

ろう。本来禅は、ターナーが認めるように(已

コムニタス性を有した宗教と言えるかも知れな

い。

　参禅がコムニタス性を有するということは、

それが永続しないということでもある。コムニ

タスは、構造を持たない、換言すれば組織性が

欠如しているというその性質からいって、必然

的に永続的ではなく(74)、やがて構造に発展す

る(75)。集団生活を秩序づけ、維持するには組

織ないしは構造が必要であるが、それはコムニ

タスの消滅を意味する。コムニタスは、参加す

る者全員が社会的義務など抜きにして、自然に

自発的に行動して初めて現れるのであって(門
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その対極的概念である構造に化してしまっては

存在し得ないのである。

　永平寺においても、道元在世の頃は、道元を

慕う人々で構成される、コムニタス性を有する

まとまりのある集団があったのではなかろう

か。それが道元示寂後の永平寺住持職を巡る三

代相論や、その後の和解を通して教団として発

展すると共に、コムニタスは消滅していったの

であろう。永正４年(1507年)、｢本朝曹洞第

一道場｣という勅額を下賜され、勅住寺院に列

せられたことは(7≒永平寺にとっては栄誉で

あったかも知れないが、世俗の秩序や組織に完

全に組み込まれたことを意味し、究極の構造化

と言えよう(78)。

　現在の永平寺も、曹洞宗の大本山として、多

くの末寺や信者を抱える巨大な教団組織の頂点

にあり、まさに構造そのものである。永平寺自

体をとっても、貫首を頂点に新到の修行僧に至

るピラミッド状の階級組織を持ち、そこにコム

ニタスが現れる余地はないであろう。しかし、

永平寺に属する者の中でも、毎年上山して来る

いねば同期の修行僧の間では、コムニタスに近

い状況が見られるように思われる。これも、入

門したばかりの同じ境遇に置かれ、厳格な戒律

のもとで１～２年という短い間、共に厳しい修

行に耐えることからくるのではなかろうか(79)。

それを更に短期間に圧縮したのが参禅だと思わ

れる。

　今現在永平寺で行われている参禅にコムニタ

スが現れているのは、参禅が短期間の一時的な

ものだからであろう。　この｢一時的｣というの

も、コムニタスの重要な性格である。先述した

26の特性の中にターナーは挙げていないが、

構造が永続的であるのに対し、コムニタスは一

時的だと言うことができる。反構造として出発

するコムニタスは、構造を持たないが故に一時
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的にしか持続し得ず、再び構造化するのである

(8o)。参禅者も、構造から一時的に抜け出て参

禅というコムニタスの状態に留まり、再び構造

へと戻って行くのである。

追記

　二度の衝突事故で電車の運行が中断していた

京福電鉄の永平寺線は、本論考脱稿後の2002

年10月21日に廃線となり、77年の長い歴史に

終わりを告げた。永平寺に参禅・参箭するたび

に利用していた一人として、一抹の寂しさを禁

じ得ない。

　　　　　　　　　　【註】
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　　は、噴罪意識は希薄であった。むしろ、死

　　と再生の擬似的体験や、現世利益的な願望

　　の成就を目的として行われてきた｡坂本勉、

　　2000、pp.78-85.

（43）元来巡礼においては、肉体的苦痛に耐える

　　ことで宗数的法悦が得られるという観念が

　　あった。肉体的苦痛が、俗世で植れた心身

　　を浄めてくれると考えられていたのであ

　　る。苦痛に耐えて険しい巡礼路を歩くこと

　　で、滅罪と心身の浄化が叶うと考えていた

　　日本の巡礼者にとって、着いた先の寺院へ

　　の参詣よりも、そこへ辿り着くまでの歩く

　　過程の方が重大視されたのは自然の成行き

　　であろう。　ことほどさように、日本の巡礼

　　では歩くという行為が自己目的化していた

　　のである。　中村生雄、1986、pp.47-50．

　　キリスト教の巡礼も､本来はそうであった。

　　まさに巡礼ぱUna religione itinerante

　　（旅する宗教）”なのである。ペトロ、クネ

　　ヒト、1986、D.74。キリスト教の巡礼が

　　変質したのは、６世紀後半のローマ教皇グ

　　レゴリウス１世の頃からである。アング

　　ロ・サクソン人を手始めに、ゲルマン民族

　　への布教を推進する頃に、様々な鞍難辛苦

　　に耐えながら聖地へと向かう道中よりも、

　　聖地自体の方が重要視されるようになった

　　のである。本間瀬精三、1985、pp.142-3。

　　本来［外国に行った・来た、外国人に関す

　　る、外国人］という意味だったラテン語の

　　peregrinus（巡礼者）や「外国旅行・滞

　　在」を意味したperegrinatio（巡礼）に、

　　「聖地への巡礼者・巡礼」という新しい意

　　味が加わって定着するのが６世紀頃である

　　という事実は、その辺の事情を物語ってい

　　るものと思われる。森安達也、1985、

　　pp.198-9．
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